
五
月
十
九
日
、
五
所
川
原
農
林
高
等
学
校
（
小
槌

央
邦
校
長
）
で
全
校
生
徒
に
よ
る
田
植
え
が
行
わ
れ
、
 
 

市
立
中
央
小
学
校
（
鶴
谷
武
英
校
長
）
の
児
童
も
一

緒
に
田
植
え
の
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
 
 

社
会
科
の
授
業
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
五
年

生
六
十
五
人
が
、
苗
の
植
え
付
け
方
法
の
説
明
を
受

け
た
後
、
裸
足
で
水
田
に
入
り
、
ぬ
る
ぬ
る
し
た
感

触
に
戸
惑
い
な
が
ら
も

一
本
一
本
て
いね
い
に
植
え

て
い
ま
し
た
。
田
植
え
を
終
え
た
児
童
ら
は
、
 「土

の
中
は
ひ
ん
や
り
と
し
て
気
持
ち
悪
か
っ
た
け
ど
、
 
 

頑
張
っ
て
植
え
ま
し
た
」
 
と収
穫
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。
 
 

ま
た
、
西
北
五
地
方
で
は
い
ま
で
も
田
植
え
が
終

わ
っ
た
後
、
五
穀
豊
暁
を
祈
願
し
て
虫
お
く
り
が
行

わ
れ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
で
は
今

年
か
ら
、
昨
年
ま
で
夏
に
行
わ
れ
て
い
た
虫
お
く
り

と
火
ま
つ
り
を
六
月
十
八
日
に
名
前
も
よ
り
広
域
的

に
と
「
奥
津
軽
虫
と
火
ま
つ
り
」
と
改
称
し
、
夏
の

立
侯
武
多
、
六
月
の
虫
お
く
り
と
二
大
ま
つ
り
と
し

て
定
着
さ
せ
た
い
意
向
で
す
。
 
 

j 

五
農
で
田
植
え
 

の
体
験
学
習
 

中
央
小
学
校
の
 

児
童
が
 

頑
張
り
ま
し
た
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6月25日は蕪騒鱗麟の投票日で支 
衆議院議員総選挙は、小選挙区選挙と比例代表選挙の 2 つの選挙によって

議員が選ばれます。 

〇投票時間は午前7時～午後8時まで みんなの一票大切に 

五所川原市では、今回から投票所入場券を発行いたします。不在者投票をされる場合や選挙当

日、投票所で投票される場合は、自分の投票所入場券を持参してください。なお、投票所入場券

を紛失したり、忘れた場合は係員に申し出てください。 

投票できる方は次のとおりです。 

※年齢要件 	 ③都道府県選挙管理委員会の指定する病 

昭和 55年 6 月 26 日以前に生まれた方。 	 院、老人ホーム等／午前 8 時 30分か 

※住所要件 	 ら午後 5 時まで。 

	

平成 12年 3 月 12日以前に住民基本台帳 	※出張、出稼ぎなどで滞在する市町村等で 

に登録され、引き続き居住している方。 	 不在者投票をされる方は、早めに投票用 

※市内転居者 	 紙等の請求をしてください。 

〇平成 12年6月4日以前に転居した方は ⑥垂B便による不在者投票 
新しい住所の投票所です。 	 ●身体に重度の障害のある方で「郵便投票 

	

〇平成 12年6月5日以後に転居した方は 	証明書」をお持ちの方は自宅等で郵便に 
前住所の投票所です。 	 ょる不在者投票ができます。この場合、 

※転出者 	 選挙管理委員会からの郵便による投票用 

	

選挙人名簿に登録されている方で、他の市 	紙等の交付、選挙人からの郵便による不 

	

町村の区域内に住所を移した場合においてな 	在者投票の送付などで日数を要するため 

	

お選挙権を有するときは、当該他の市町村の 	 6 月21日が投票用紙等の請求期限とな 

	

選挙人名簿に登録されるまでの間、現に選挙 	っています。お間違えのないようにお願 

	

人名簿に登録されている市町村において投票 	いします。 
することができます。 	 4＝ミ、‘”．一一、一ー、一 

⑨不在者投票 	 ◇衆議院議員総選挙 

●該当する方 	 ①小選挙区選挙 

	

投票日当日、不在者投票事由（仕事、旅 	 投票用紙に自ら公職の候補者一人の氏 

	

行、出稼ぎ、入院、出産予定等）のいず 	 名を書くこと。 

れかに該当すると見込まれる方。 	 ②比例代表選挙 

●不在者投票のできる期間 	 投票用紙に自らーの名簿届出政党等の 

衆議院議員総選挙 	 名称又は略称を書くこと。 

6 月13 日～6 月24 日 	 ◇最高裁判所裁判官国民審査 

最高裁判所裁判官国民審査 	 ・やめさせた方が良いと思う裁判官につ 

	

※（衆議院議員総選挙と最高裁判所裁判官 	 こと。 

18日からです。） 	 いては、何も書かないこと。 

●不在者投票のできる場所及び時間 	 パ、旦旦~口口土」ー‘旦叱 

	

①五所川原産経会館 5 階／午前 8 時30 	．開票は 6 月25日（日）午後 9時15分 

	

②出張、出稼ぎなどで滞在する市町村の 	す。 

合もあります）まで。 	 お問い合わせください。 

五所川原市役所 B35-2fl1 平成12年6月15日 2 

6 月 18日～6 月 24日 	 いては、その氏名の上の欄に×を書く 

国民審査を同時に投票する場合は 6 月 	 ・やめさせなくて良いと思う裁判官につ 

分から午後 8 時まで。 	 から五所川原市民体育館において行いま 

選挙管理委員会／午前 8 時 30分から 	その他選挙について詳しいことは、市選挙 
午後 8 時（異なる時刻を定めている場 管理委員会事務局（内線491~493）へ

③都道府県選挙管理委員会の指定する病

院、老人ホーム等／午前 8 時 30分か

ら午後 5 時まで。 

※出張、出稼ぎなどで滞在する市町村等で

不在者投票をされる方は、早めに投票用

紙等の請求をしてください。 

⑥郵便による不在者投票 
●身体に重度の障害のある方で「郵便投票

証明書」をお持ちの方は自宅等で郵便に

よる不在者投票ができます。この場合、 

選挙管理委員会からの郵便による投票用

紙等の交付、選挙人からの郵便による不

在者投票の送付などで日数を要するため、 

6 月21日が投票用紙等の請求期限とな

っています。お間違えのないようにお願

いします。 

⑥投票の方法 
◇衆議院議員総選挙 

①小選挙区選挙 

投票用紙に自ら公職の候補者一人の氏 

名を書くこと。 

②比例代表選挙 

投票用紙に自らーの名簿届出政党等の 

名称又は略称を書くこと。 

◇最高裁判所裁判官国民審査 

・やめさせた方が良いと思う裁判官につ

いては、その氏名の上の欄に×を書く

こと。 

・やめさせなくて良いと思う裁判官につ

いては、何も書かないこと。 

I7A、日日~口口土 L.‘亘＝ヒ 
ツ’71J”く ~ ”り ~~’J' 

・開票は 6 月25日（日）午後 9時15分

から五所川原市民体育館において行いま 

す。 

その他選挙について詳しいことは、市選挙

管理委員会事務局（内線491 -493）へ

お問い合わせください。 



立
侵
武
多
保

存
会
へ
 

財
団
法
人
東
日
本
鉄

道
文
化
財
団
が
 

地
方
文
化

支
援
事

業
を
認
定
 

3
 

五所川原市役所 B35- 2111 平成12年6月15日 

ー
 ど

つ
も
あ
り
が
と
つ
ご
ざ
い
ま
し
た

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
龍
生
派
華
道
会
五
所
川
原
支
部
 

（
木村
愛
香
支
部
長
）
H
ll
l万
円
。
 

〇
手
話
サ
ー
ク
ル
ひ
ま
わ
り
（
工
藤

朱
美
代
表
）
H
一
万
三
百
九
十
九

円
。
 

〇
五
所
川
原
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

（
浅
見則
昭
会
長
）
【
十
万
円
 

（
創
立五
周
年
記
念
事
業
と
し
て
）
。
 

⑨
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ
 

〇
匿
名
希
望
H
百
万
円
。
 

〇
五
所
川
原
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ

（尾
崎
淳
一
会
長
）
H
十
万
円
。
 

J
R
東
日
本
の
外
郭
団
体
、
財
団
法

人
東
日
本
鉄
道
文
化
財
団
（住
田
正
一
一

理
事
長
）
か
ら
、
立
侵
武
多
保
存
会
 

（
市
とJ
R
東
日
本
秋
田
支
社
と
で
構

成
、
会
長
・
成
田
市
長
）
に地
方
文
化

支
援
事
業
が
認
証
さ
れ
六
月
五
日
、
ホ

テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
で
認
証
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

同
財
団
か
ら
の
認
証
は
、本
県
で
は

初
め
て
で
、
同
保
存
会
に
年
五
百
万
円
、
 

三
年
間
で
一
千
五
百
万
円
が
支
援
さ
れ

ま
す
。
 

認
証
式
で
は
、
同
財
団
の
管
建
彦
専
 

務
理
事
が
「
官
民
一
体
と
な
っ
て
地
域

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
熱
意
に
さ
さ

や
か
な
協
力
を
し
て
い
き
た
い」
と
あ

い
さ
つ
。
こ
れ
に
対
し
認
証
書
を
受
け

取
っ
た
成
田
市
長
は
、
 「こ
の
支
援
を

立
侵
武
多
に
よ
る
地
域
の
活
性化
と
商

業
の
振
興
に
役
立
て
て
ま
いり
ま
す
」
 

と
今
回
の
支
援
に
感
謝
の
気
持
ち
を
述

べ
ま
し
た
。
 

今
後
同
保
存
会
は
、
立
侵
武
多
の
ホ
 

ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
、
記
録
ビ
デ
オ
や
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の

立
侵
武
多
製
作
等
を
行
い
ま
す
。
 

夏
祭
り
の
主
役
、
立
侵
武
多
を
地
元

の
高
校
生
で
盛
り
上
げ
よ
う
と
「
立
侵

武
多
応
援
隊
」
 
（立
侵
武
多
を
勝
手
に

応
援
す
る
高
校
生
連
合
）
が
発
足
し
ま

し
た
。
五
月
二
十
二
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン

ル
ー
ト
五
所
川
原
で
開
催
さ
れ
た
同
実

行
委
員
会
で
は
、市
内
六
高
校
、
高
校
 

P
T
A連
合
会
な
ど
や
立
侵
武
多
関
係

者
か
ら
選
ば
れ
た
二
十
三
人
の
委
員
に

成
田
市
長
が
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。
 

応
援
隊
は
、
市
内
を
は
じ
め
西
北
地
区

な
ど
の
高
校
生
が
八
月
四
日
か
ら
八
日

ま
で
運
行
す
る
立
侵
武
多
の
ハ
ネ
ト
踊

り
や
は
や
し
に
協
力
し
て
、
 一
日
百
人

程
度
の
参
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
J
R
五
所
川
原
駅
に
隊
員
の

交
流
、
情
報
交
換
が
で
き
る
「
応
援
隊

伝
言
板
」
が
設
置
さ
れ
る
ほ
か
、
立
侵

武
多
の
将
来
や
新
し
い
発
想
、
感
想
な

ど
を
市
長
や
教
育
長
ら
と
デ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
す
る
「
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
」
が
最

終
日
の
八
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
 

夢
 

青
森
県
に
研
修
に
来
て
い
る
ニ
ュ

ー
 

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
女
子
校
の
教
師
フ
ィ
リ

パ
・
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
さ
ん
が
五
月
二
十

五
日
、
長
谷
川
清
勝
市
議
宅
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
、
五
所
川
原
の
文
化
を
実
感

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
娘
の
章
子
さ
ん

が
県
立
第
二
養
護
学校
の
教
師
を
し
て

い
た
た
め
実
現
し
た
も
の
で
、
 「青
森

は
、
空
気
が
き
れ
い
で
い
い
と
こ
ろ
で

す
」
と
印
象
を
述
べ
た
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン

さ
ん
は
、
立
侵
武
多
の
製
作
所
に
訪
れ

紙
張
り
を
体
験
し
「
す
ば
ら
し
い
」
と

そ
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
帰
っ
て
も
忘
れ

な
い
貴
重
な
体
験
を
した
よ
う
で
す
。
 

平成12年度 
盲文イヒ貝オ団地方文化事業支援認証式 

J
 

川
村

恒
電
 

守
 

◆
立
倭
武
多
に
圧
倒
◆
 

フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
さ
ん
（
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ー
フ

ン
ド
の
教
師
）
 
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
 

×ー
 

祭
り
コ
に
若

l者
の
ー

ワ
ー
を
ブ

ィ
 

立
侵
武

多

応

援
隊
発

足
ー
 
又
 



繊太謝父歌斉島るi1 

北
辰
大
学
開
講
式
」
 5
月
3
0日
は
 

交
流
を

通
じ

て
 

い
つ
ま
で
も

若
い
気

持
ち

で

六
月
一
日
、
北
辰
大
学
の
開
講
式
が

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
二
百
二
十
六

人
の
受
講
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸

に
こ
れ
か
ら
受
講
す
る
十
回
の
学
習
会

に
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
岩
見
教
育
長
が
 「
い
ろ
い

ろ
な
人
と
交
流
し
学
ん
で
ゆ
く
こ
と
で

他
人
を
理
解
し
精
神
年
齢
を
若
く
し
て

い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
 

と
式
辞
を
述
べ
、
成
田
市
長
は
、
 「
多

く
の
経
験
と
知
識
を
得
て
す
ば
ら
し
い

二
十
一
世
紀
の
社
会
を
目
指
し
て
く
だ

さ
い
」
 
と
励ま
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受

け
、
受
講
生
代
表
の
片
岡
貞
雄
さ
ん
は
 

「
北辰
大
学
で
は
い
ろ
い
ろ
チ
ャ
レ
、
ノ

ジ
し
て
社
会
に
貢
献
し
ま
す
」
 
と
決意

を
語
り
ま
し
た
。
 

五
月
三
十
日
、
岩
木
川
河
川
敷
・
北

斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
東
北
電
力
五

所
川
原
営
業
所
の
電
気
教
室
の
修
了
生

や
電
力
グ
ル
ー
プ
の
社
員
ら
に
よ
る
清

掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
 

五
月
三
十
日
の
 
「
ごみ
ゼ
ロ
の
日
」
 
に

ち
な
ん
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
 

今
年
は
同
営
業
所
の
関
連
企
業
に
も
参

加
を
呼
び
掛
け
、
大
々
的
に
ク
リ
ー
ン

作
戦
を
展
開
、
総
勢
百
八
名
で
こ
れ
か

ら
同
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
し
て
行
わ

れ
る
火
ま
つ
り
や
虫
お
く
り
に
向
け
き

れ
い
に
し
よ
う
と
空
き
缶
な
ど
を

ー
つ
 

ー
つ
丁
寧
に
拾
い
、
集
ま
っ
た
二
百
五

十
の
ご
み
袋
に
参
加
者
は
驚
い
て
い
ま

し
た
。
 

国
勢
調
査
 

実
施
本
部
を
 

市
役
所
内
に
設
置
 

十
月
一
日
に
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る

二
〇
〇
〇
年
国
勢
調
査
に
向
け
、
助
役

を
本
部
長
と
す
る
実
施
本
部
を
市
役
所

企
画
課
に
設
置
し
ま
し
た
。
同
本
部
は
、
 

今
後
調
査
員
の
確
保
な
ど
作
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
 

前
回
の
調
査
は
人
口
が
四
万
八
千
五

百
四
十
九
人
、
世
帯
数
一
万
五
千
七
百

一
で
し
た
が
こ
の
五
年
間
で
ど
ん
な
変

化
を
見
せ
て
い
る
か
楽
し
み
で
す
と
担

当
職
員
は
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

国
勢

調
査
員
募
集
中
 

◇
募
集
締
切
 
六
月
二
十
六
日
卿
 

◇
報
酬
 
五
万
一
千
三
百
四
十
円
 

※
電
話
で
企
画
課

（
内
線4
6
2
)
 
 
ま
 

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

五
所
川
原
市
食
生活

改
善
推
進
員
会
 

食
生
活
改
善
の
効
果
的
活
動
を
図
り
、
 

地
域
住
民
の
健
康
増
進
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
平
成
二
年
に
設
立
さ

れ
た
「
五
所
川
原
市
食
生
活
改
善
推
進

員
会
」
が
、
今
年
で
十
周
年
を
迎
え
、
 

五
月
二
十
四
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト

五
所
川
原
で
記
念
式
典
を
行
な
い
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
成
田
市
長
よ
り
同
推

進
員
会
へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
三
森

敬
子
会
長
は
「
今
後
も
私
た
ち
の
健
康

は
私
た
ち
の
手
で
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
 

栄
養
・
運
動
・
休
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
生
活
習
慣
の
定
着
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
み
を
あ
ら
た
に
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
青
森
県
立
保
健
大
学

社
会
福
祉
学
科
米
津
園
吉
助
教
授
の
 

「
ざ
フ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
こ
ろ
」
 
と
題
し

た
特
別
講
演
が
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
会

員
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
切
さ
を
学

ん
で
い
ま
し
た
。
 

●

価
‘
篇
高
‘
『
書
．
‘
g「
7
・
』
 

』
・
●
●
・
 

市
人
権
擁
護
 

委
員
が
表
彰
 

五
所
川
原
市
人
権
擁
護
委
員
で
あ
る

太
田
啓
子
さ
ん
が
仙
台
法
務
局
長
賞
を

鶴
谷
稼
郎
さ
ん
が
青
森
地
方
法
務
局
長

賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
 

お
二
人
と
も
自
由
人
権
思
想
の
普
及

と
人
権
擁
護
の
功
績
が
評
価
さ
れ
表
彰

さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

仙
台
法
務

局
長
賞
 

太
 
田
 
啓
 
子

さ
ん
 

（
市
内
み
どり
町
」
八
）
 

青
森
地
方
法
務

局
長
賞
 

鶴
 
谷
 
稼
 
郎

さ
ん
 

（
新
宮
町
一
七
ー
一
）
 

こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
対
し
深
く
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
さ
ら
な
る
ご

活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
 

「ご
み
ゼ
ロd
日
」で
す
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お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
と
楽
し
む

マ
タ
ー
ー
テイ
教
室
参
加
者
募
集
 

は
つ
ら
つ
女
性
課
 

内
線
2
3
4
 

家
族
で
映
画
を
 

楽
し
む
会
 
1
6
月
 

中
央
公
民
館
 
き（3
5)6
0
5
6
 

平
成
1
2年
度
 

市
合
同
金
婚
式
 

参

加
者
募

集
 

市
福
祉
事
務
所
高
齢
福
祉
課

高
齢
者
対
策
係
 
内
線
5
4
2
 

◇
対
象
夫
婦
 
婚
姻
以
来
5
0年
（
昭
和
 

2
5年
婚
姻
）
を
経
過
し
た
ご
夫
婦
。
 

◇
申
込
締
切
 
9
月
2
1日
困
 

※
日
時
、
場
所
に
つ
い
て
は
後
日
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
の

際
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

◇
申
込
方
法
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
者
対
策
係
ま
た
は

各
支
所
に
て
受
付
い
た
し
ま
す
。
 

聞
こ
え
ま
す
か
？
 

子
ど
も
か
ら
の
S
〇
S
 

福
祉
事
務
所
 
生
活
福
祉
課
 

内
線
5
4
8
 

子
ど
も
の
虐
待
が
増
え
て
い
ま
す
。
 

親
の
虐
待
に
よ
っ
て
尊
い
命
が
奪
わ
れ

る
痛
ま
し
い
事
件
も
起
き
て
い
ま
す
。
 

次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
づ
い
た
ら
虐
待

の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
 

★
叩
＜
音
や
叫
び
声
が
聞
こ
え
る
。
 

★
不
自
然
な
傷
が
多
い
。
 

★
衣
服
や
体
が
い
つ
も
極
端
に
汚
れ
て

い
る
。
 

★
小
さ
な
子
ど
も
を
置
い
て
頻
繁
に
外

出
し
て
い
る
。
 

福
祉
事
務
所
か
児
童
相
談
所
に
ご
連

絡
ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

児
童
相
談
所
で
は
、
専
門
の
職
員
が

調
査
、
指
導
を
行
い
、
必
要
な
場
合
は

子
ど
も
を
緊
急
に
保
護
し
た
り
、
施
設

入
所
さ
せ
た
り
し
ま
す
。
 「
虐待
で
な

か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
 と
不
安
を
感

じ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
連
絡
を
い

た
だ
い
た
方
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
字
栄
町
1
0
 

青
森
県
合
同
庁
舎
2
階
 

青
森
県
弘
前
児
童
相
談
所
 

五
所
川
原
支
所
（
4
月
1
日
開
設
）
 

か
0
1
7
3
1
3
8
1
1
5
5
5
 

虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
 

費
0
1
2
0
 
7
5
1
6
5
5
2
 
 

児
童
福
祉
法
第
2
5条
 

「保
護
者
の
な
い
児
童
又
は
保
護
者

に
看
護
さ
せ
る
こ
と
が
不
適
当
と
認

め
る
児
童
を
発
見
し
た
者
は
、
こ
れ

を
福
祉
事
務
所
又
は
児
童
相
談
所
に

通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
 

電
話
線
切
断
事
故
 

防
止
の
お
願
い
 

連
絡
先
 
囲
N
T
T

~
M
E
 

東
北
弘
前
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
 

プ
ラ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
担
当
 

T
E
」
0
1
7
2
(2
6)
21
1
1
 

F
A
X
O
l
7
2
(2
6)
31
0
0
 

0
1
2
0
(2
3)
 8
7
6
4
 

土
木
建
設
工
事
の
仕
事
に
従
事
さ
れ

て
お
り
ま
す
皆
様
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
 

N
T
T
で
は
、
特
に
重
要
と
な
る
ケ
 

ー
ブ
ル
を
道
路
下
に
埋
設
し
て
い
ま
す

の
で
、
掘
削
さ
れ
る
前
に
は
必
ず
次
の

連
絡
先
へ
工
事
の
照
会
を
お
願
い
し
ま

す
。
照
会
後
は
折
り
返
し
連
絡
の
上
、
 

「
工事
立
会
」
 の
是
非
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
 

無
料
巡
回
診
療
の
お
知
ら
せ
 

お
医
者
さ
ん
が
地
区
に
出
向
き
診
療

し
て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

あ
な
た
の
健
康
状
態
を
確
認
し
た
り
、
 

健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
 

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど

な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
 

●

7
月
6
日
困
 
1
3時
ー
1
4時
 

◇
場
所
 
コ
ミ
ュニ
テ
ィセ
ン
タ
ー
飯
詰
 

◇
担
当
医
師
 
佐
藤
内
科
小
児
科
医
院
 

佐
藤
賓
先
生
 

◇
診
療
内
容
 
医
師
に
よ
る
診
察
、
尿
 

検
査
、
保
健
指
導
等
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳

（
お持
ち
の
方
）
 

※
当
日
受
付
と
な
り
ま
す
の
で
、
直
接
 

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

安
産
を
願
っ
て
い
る
あ
な
た
。
妊
娠

中
か
ら
育
児
に
つ
い
て
一
緒
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
 

●

6
月
2
8日
困
 
1
8時
契

万
、
2
0時

働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

◇
内
容
 
簡
単
に
で
き
る
お
ふ
ろ
の
入

れ
方
 

◇
講
師
 

福
L
レ
イ
子
先
生
（
福
士
助
産
所
）
 

◇
参
加
費
 
無
料
 
定
員
3
0人
 
 

◇
申
込
締
切
 
6
月
2
3日
国
 

は
つ
ら
つ
女
性
課
ま
で
電
話
で
 

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

◇
共
催
 
五
所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

灯
油
等
の
油
漏
れ
に
 

気
を
つ
け
て
 

消
防
本
部
 

か
（3
5)
2
01
9
 

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
等
で
灯
油
を
貯
蔵
し

て
い
る
一
般
家
庭
か
ら
の
油
漏
れ
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
次
の
こ
と
に
気
を
付

け
て
油
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
 

①
ポ
リ
容
器
へ
の
小
分
け
の
際
は
、
そ

の
場
を
離
れ
な
い
。
 

②
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
は
転
倒
防
止
の
た
め

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
等
で
固
定
す
る
。
 

③
で
き
れ
ば
油
が
外
部
に
流
出
し
な
い

よ
う
防
油
堤
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
で

造
ら
れ
た
桝
）
の
中
に
設
置
す
る
。
 

公
民
館
で
は
毎
月
、
親
子
で
楽
し
め

る
子
ど
も
向
け
映
画
を
開
催
し
ま
す
。
 

●

6
月
2
4日
田
 
1
0時

ー
1
1時
3
0分

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室
 

◇
題
名
 
あ
っ
ぱ
れ
桃
太
郎
の
交
通
安

全
、「
日本
昔
ば
な
し
」
より
 
か
じ屋

の
ば
ば
あ
、
大
蔵
と
天
狗
ど
ん
ほ
か

◇
参
加
費
 
無
料
 

フ

Hノ
ー
 

ダ

イ
ヤ
ル
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ン
ユ芸
《
又
永
わ
ら
 

題

字
 
斉
 
藤
 
清
 
泉
 

〔五
所
川
原
俳
句
会

〕
ー
俳
句
ー
 

幾

山
河

越
え

来
し

生
地

の
燕
か

も
 

母
見

舞

ふ
お

山
の

清

水
否

々
と
 

粉
れ

な
く
水
馬
な

リ
子

供
な

リ
 

龍
神
の
赤

き

ロ
よ
リ

山
清

水
 

沢
清
水
飛

沫

も
立
日
も
味

と
な

リ
 

児

と
カ
れ
ば

郭
公
の
士
戸
ま
ね

て
み

る
 敦

 
賀
 
晴
 
川

成
 
田
 
市
 

子

斉
 
藤
 
今
日
子

松
 
宮
 
梗
 
子

山
 
内
 
ヒ
 

ロ
 

石
楠
花

や
母
の
形
見

の
指
輪
し

て
 

く
な
ど

が

み
 

岐
神
祈

る
か

た
ち

に
清
水
掬

む
 

若
葉
雨

目
尻
落
し

て
眠

る
妻
 

成
 
田
 
房
 
子

三
 
上
 
悠
恵
子

福
 
士
 
美
 
和

山
 
内
 
清
 
祐
 

帰

る
べ

き
墓

あ
り

て
濃
き

青
葉
か

な
 成

 
田
 
千
 
空
 

平
成
1
2年
度
元
気
な
ま
ち
づく
り
 

五
所
川
原
市
地域
集
会
開
催
 

地
域
の
意
見

・
要
望
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
毎
年
地
域
集
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、
五
所
川
原
市
が
よ
り
住
み
や
す
く
活
力
あ
る
元
気
な
ま

ち
と
な
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
参
加
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

平成12年 6 月15日 6 五所川原市役所 合35-2111 

入ロ 工ロ 生
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月 日
  

曜日 時 	間 対象地載 開 催 場 所 

[
I
 

 

っ
U
 
 

月
  

9:3O--- 長 橋 地 区 コミュニテイセンター長橋 

13:3O-- 松 島 地 区 コミュニテイセンター松島 

4 火 13:30-- 五所川原（南） 富士見コミュニテイセンター 

に
u
 
 

水
  

9: 30- 栄 地 区 コミュニテイセンター栄 

13:30-- 湊 地 区 みなとコミコ，ニテイセンター 

7
  

金
  

9:30- 七 和 地 区 コミュニテイセンター七和 

13:30へ一 梅 沢 地 区 梅沢コミュニテイセンター 

10 月
  

9:30- 中 川 地 区 コミュニテイセンター中川 

13:30- 三 好 地 区 コミュニテイセンター三好 

12 水
  

9:30- 小 曲 地 区 農村婦人の家 

13: 30- 五所川原（北） 中央コミュニテイセンター 

18 火 
9: 30- 毘沙門・長富地区 毘沙門・長富コミュニテイセンター 

13:30- 飯 詰 地 区 コミコ一ニテイセンター飯詰 

こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課

・
 

云
（
3
4)
2
1
0
8
 

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
、
 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

【
精
神
保
健
福
祉
相
談

】
 

〔
閉
じこ
も
り
、
夜
眠
れ
な
い
、
家
族

や
職
場
の
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な

い
な
ど
〕
 

●

6
月
2
3日
岡
・
7
月
2
8日
岡
 

1
3時

ー
1
4時
 

【
老
人
精
神
保
健
福

祉
相
談

】
 

冨

近
物
忘
れ
が
ひ
ど
い
、
夜
眠
れ
な

い
で
困
っ
て
い
る
、
自
分
の
家
が
わ
か

ら
な
い
、
介
護
の
対
応
に
困
っ
て
い
る
〕
 

●

7
月
1
1日
因
 
1
3時

、
1
4時
 

曾

立
図
書
館
か
ら
あ
れ
こ
れ
）
 

朗
読
は
、
気
持
ち
い
い
 

大
人
に
な
る
と
本
は
黙
読
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
で
も
、
某
テ
レ
ビ
局
で

新
劇
の
俳
優
さ
ん
が
漢
詩
を
朗
々
と
読

ん
で
い
る
の
を
聞
く
と
実
に
い
い
な
あ

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
家
族
が
出
払

っ
た
あ
る
日
、
朗
読
を
し
て
み
ま
し
た
。
 

「
た
けく
ら
べ
」
 
の
冒頭
で
す
。
難
し

い
で
す
。
で
も
、
い
い
気
分
。
 秘
か
に

練
習
し
て
す
ら
す
ら
読
め
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
う
れ
し
い
な
。
ス
ト
レ
ス
の
解

消
に
な
り
そ
う
で
す
し
、
ご
年
配
の
方

に
お
薦
め
し
ま
す
。
図
書
館
の
古
典
全

集
の
ほ
こ
り
を
か
ぶ
ら
せ
て
お
か
ず
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 



ガ
活
力
あ
る
元
気
な
 

ま
ち
づ
＜
り
ガ
女
性
講
座
 

受
講
生
募

集
 

は
つ
ら
つ
女
性
課
 内

線

2
3
2
 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
女
性
達
が
仲
間
を
つ
く
り
、
 
「
わ

が
ま
ち
」
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
知

識
を
吸
収
し
て
、
男
性
と
共
に
 
「
わ
が

ま
ち
」
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
き
ま
し

よ
う
。
 

◇
場
所
 
「
市
議
会傍
聴
」
以
外
は
働
 

く
婦
人
の
家
3
階
ホ
ー
ル
 

◇
対
象
者
市
内
に
住
所
を
有
す
る
女
性
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
募
集
期
間
 
6
月
3
0日
圏
ま
で
 ぬれ手でブラグはやめよう

助東北電気保安協会 

カメムシを防除しよう！ 
農政課 内線354 

昨年、籾の汁を吸い、玄米に斑点を生じさせる力メ 

ムシ類が大発生しました。 

今年も、越冬卵が多いと予想され、適切な防除対策 

を講じなければ、斑点米による大幅な検査等級の低下 

が心配されます。 

力メムシは移動性が大き＜、また、生息場所が本田 

や畦畔のみならず、休耕田、農道、河川敷などとなっ 

ていますので、地域ぐるみで計画的な農薬散布や草刈 

りを行いましよう。 

1）草刈‘) 
カメムシの生息密度を低下させるために、農耕地以外の雑草の刈取りも重要です。 

6 月下旬から 7 月中旬にかけてイネ科雑草が開花・結実しないうちに刈取りを行い、 

遅くてもイネの出穂2週間前までには終えましょう。 

（イネの出穂間近の草刈りは、逆にカメムシを水田に追い立てて、被害を助長しますD 
ヒエはイネよりも出穂が早く、カメムシを誘引するので、ヒエが’出穂する前（7月下旬） ' 
までに抜き取りを徹底しましょう。 

2薬剤防除 

薬剤散布は、個々の農家で別々の時期に行っても、カメムシが移動するため防除効果が小さ 

いので、地域ぐるみで計画的にー斉に薬剤を散布しましょう。 

第I回目（穂揃期） 

平成11年にカメムシ被害による斑点米の発生が見られた地域では、穂揃期に散布しましょう。 

第 2回目（第 I回目散布の 7- 10日後） 

病害虫防除所が発表する 「発生予察計報」 で発生が多いと予想された地域では、 2回目の散 

布をしましょう。 

第 3回目（第 2回目散布の 7- 10日後） 

高温・少雨により第 3回幼虫・成虫の発生が早まっている場合には、 3回目散布をしましょ 

う。 

◇講座内容及び日時 

開催日 開催時間 テ 	― 	マ 講 	 師 

7月26日困 
13時30分 
-15時 

「今年の 
市政にっいて」 

市 	 長 

8月29日因 
13時30分 
-15時 

「わがまちの歴史」 
生涯学習課副主幹
佐 藤 文 孝 

9月上旬 市議会傍聴 

9月下旬 
13時30分 
-15時 

「おしゃれと装い」 未 	 定 

10月 5日困 
13時30分 
-15時 

「住民参加の 
まちづくり」 

中心市街地対策室長 
島 谷 	淳 

10月24日因
公開講座 

19時～ 
20時30分 

ちよっと息抜き 
リレルュコンサート 

ボーカルとピアノの 
グループ サエ ラ 

n月18日田
公開講座 

13時30分 
---15時 

「英国から津軽へ
やってきて」 

五所川原高校外国語指導助手
ジエニフアー・加ックス 

12月 1日岡
公開講座 

13時30分 
-15時 

女性起業「女は 
度胸！男は愛嬬？」 

在宅ケアサービス「いろは」 

事業主 今まり子 
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市
教
育
委
員
会
 
スポ
ー
ツ
健
康
課
 

内
線
 
5
6
1
 

市
民
プ
ー
ル
開
き
の
 

お
知
ら
せ
 

人
権
に
関
す
る
講
演
会

の
開
催
の
お
知
ら
せ

講
師
 
北
野
岸
柳
氏
 

ー，ー，ー，ー，ー，ー，ー‘ー，ー，ー，ー，ー，L I ， ー ， ー ， ー ， ー ， ー，ー ， ー ，ー ，ー，ー ， ー，I 

しょう油以外の調味料（たれソース！

等）、非食品（洗剤’シャンブー’町

粧品等）、食用油等は対象外です。 i 

・割れているビン 

・有害な物質を入れていたビン 

・乳白色のビン（陶器のように全く I 
透明度のない白いビン） 	I 

袋に入れる前には、以下のことを守ってください。 

■ペットボトル‘ビンは必ずふたと中栓をはずしてください。  （はずしたふたは燃やせないごみへ） 

■ペットボトル・ビンについている外れにくいふたなどは取り外さなくても結構です。 

■しっかり水気を切ってください。 

■汚いもの・臭いのするもの（しょうゆ・ジャム・缶詰等）は、必ずすすいでください。 

■たばこの吸い殻等の異物は絶対に入れないでください。 

リサイクルを出すときの注意事項 
◆ペットボトル・ビン・アルミ缶・スチール缶それぞれ指定ゴミ袋に入れて、必ず町名・氏名を記入してください。 

◆ごみが散乱しないよう、袋の口はしっかり閉じてください。 

◆ごみは必ず収集日の朝 8時までに収集所に出してください。 （収集日の前日や収集後には出さないでください。） 

◆分別がきちんとされていないご三メ、ルール違反のごみは、収集いたしませんのでご了承ください。置いていかれた 

ごみ袋には、ステッカーが貼ってありますので、必ず持ち帰り、ステッカーに書いてある内容を参考のうえ、出し 

直してください。 

リサイクルの対象品目 
ペットボトル 

PET 

讐,こ
セ
塑
望
で
冷
、

I飲
料
用
．
食
品
用
 
医
薬
品
等
 

I
 

マ
ー
ク
の
つ
い
て
い
る
も
の
 
、

l
J
I
w

、
丁
I
,
 
I
_
i

ハw
w
,
 
U
 
V
i
.
J
l
'
.
I
-
l
I
-
1
 
U
 
I
 

へ
◇
 

スチール缶 

表示のないものはスチールノ＼ 

缶
 

ミ
」
！
 

ル
 
【
ア
 
！
 

ア
 

‘
一一【
』
 

・

7
月
1
日
田
5
8
月
3
1日
困
 

※
8
月
1
3日
⑨
及
び
天
候
等
に
よ
り
遊
 

泳
が
で
き
な
い
時
は
、
休
館
と
い
た
 

し
ま
す
。
 

◇
時
間
 

◇
午
前
の
部
 
9
時
5
1
2時
 

午
後
の
部
 
1
3時
5
1
7時
3
0分
 

●

7
月
2
日
同
1
4時
5
 

エ
ル
ム
の
街
s
C
 
エ
ル
ム
ホ
ー
ル
 

演
題
 
「自
分
の
玄
関
が見
え
ま
す
か
」
 

五
所
川
原
市
街
ぐ
る
み
人
権
啓
発
活

動
事
業
推
進
協
議
会
は
、テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
で
活
躍
中
の
北
野岸
柳
氏
を講
師

に
迎
え
、
人
間
の
す
ば
ら
し
さ
を
川
柳

を
交
え
な
が
ら
楽
し
く
語
っ
て
も
ら
い

ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。
 

区 	分 一 般 高校生 幼小中 

共
 
同
 

個 人（1回） 210円 100円 50円 

回数券（6回） 1,050円 520円 260円 

団体 3O名以上） 

1名1回 
100円 50円 25円 

環境対策課 内線231・233 

平成10年4月にアルミ缶・スチール缶の分別が始まり、平成 12年4月から新たにリサイクルの品目に、ペットボ 

トル・ビンが加わりました。市民の皆さんのご協力のおかげで、一般廃棄物最終処分場の寿命が確実に伸びています。 

大半のごみはきちんと分別されていますが、分別がきちんとされていないごみ、ルールが守られていないごみも少し 

あるようです。そこで今回は詳しい分別の仕方をお知らせいたします。 
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※
都
合
によ
り
変
更
す
る
場
合
もあ
り
 

ま
す
。
 

◇
注
意
事項
 

・

小
学
3
年
生
以
下
の
児
童
と幼
児
に

つ
い
て
は
、
大
人
の
付
き
添
いが
必

要
で
す
。児
童
1
名
に
対
し
、
付
き

添
い
は
2
名
ま
で
と
し
ま
す
。
 

・

幼
児
は
、幼
児
専
用
プ
ー
ル
を
ご利

用
く
だ
さ
い
。
 

・

着
替
え
等
に
つ
い
て
は
、
コ
イ
ン
ロ

ッ
カ
ー
を
ご利
用
く
だ
さ
い
。
 

・

プ
ー
ル
に
入
る
前
に
は
、必
ず
準
備

体
操
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・

プ
ー
ル
の
中
で
の
悪
ふ
ざけ
は
や
め

ま
し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と
し
た
い
た
ず

ら
が
、
大
き
な
事
故
にな
り
ま
す
。
 

・

監
視
員
の
指
示
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
 

退
場
し
て
も
ら
い
ま
す
。
 

◇
利
用
料
金
 



津
軽
民
謡
教
室
の
お
知
ら
せ
 

五
所
川
原
民
謡
ニ
ュ
ー
盛
会

容
（
3
5)
3
3
71
・
長
尾
 

北
限
の
登
り
窯
を
 

ふ
た
た
び
 

第
4
回
須
恵
器
を
作
る
集
い
 

津
軽
金
山
焼
窯
業
共
同
組
合

容
（四
）
3
3
5
0
 

全
国
建
築
住
宅
デ

ー
 

五
所
川
原
市
建
築
組
合
 

B
（あ
）
2
8
5
6
 

第
1
0回
 
ご
し
ょ
が
わ
ら
 

花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
り
 

ご
し
ょ
が
わ
ら
花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎ
 

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

容
（
3
5)
3
2
7

5

・
江
良
 

五
所
川
原
陸
上
競
技
協
会
 

大
町
3
6
 
3
い
わ
や
薬
局
2
F
 

工
藤
歯
科
医
院
容
a
)
8
8
8
3
 

6月30日（金）は 
市（県）民税第1期 

の納期限です0 
お手元の納付書を確 

認し、期限内に納めま 

しよう。 

犬aS飼い主OS皆様へ 
散歩の際は、袋

とシャベルを持参
しフンを持ち帰る
など環境美化に努

め、飼い主のマナ 
ーの向上を図りま

しよう。 

民
謡
の
好
き
な
方
。
勉
強
し
て
み
た
 

い
方
。
三
味
線
に
あ
わ
せ
て
唄
っ
て
見
 

た
い
方
を
募
集
し
ま
す
。
 

◇
練
習
日
 
毎
月
2
回
 

7
月
1
1・
2
5日
 
8
月
8
・
2
1日
 

9
月
1
2・
2
6日
 
1
4時

ー
1
5時
3
0分
 

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室
 

◇
対
象
 
ど
な
た
で
も
。
見
学
者
も
歓
 

迎
し
ま
す
。
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
指
導
者
 
長
尾
武
一
さ
ん
 

ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
会
 

囲
西
北
労
働
基
準
協
会
 

B
(3
5)6
3
3
6
 

◇
講
習
対
象
 
可
燃
性
ガ
ス
及
び
酸
素
 

を
用
い
て
行
う
金
属
の
溶
接
、
溶
断
 

又
は
加
熱
の
業
務
 

◇
7
月
1
2日
困

、
1
3日
困
 

袖
西
北
労
働
基
準
協
会
 

◇
受
講
資
格
 
満
1
8歳
以
上
の
者
 

◇
受
講
料
 
8
7
3
5
円

（
テキ
ス
ト
 

代
7
3
5
円
含
む
）
 

◇
締
切
 
7
月
4
日
か
定
員
8
0人
に
達
 

し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
 

/
 
※
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

平
成
9
年
に
金
山
焼
窯
場
内
に
復
元

さ
れ
た
日
本
最
北
の
登
り
窯
 「
鞠ノ
沢

窯
」
で
焼
く
中
世
の
や
き
も
の
須
恵
器

を
作
陶
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

●

6
月
1
8日
同
 
1
0時

ー
1
5時

◇
募
集
人
員
 
1
0
0
人
（
先
着順
）
 

◇
締
切
 
6
月
1
7日
田
 
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

◇
参
加
費
 
1
0
0
0
円
（
粘
土
、
 

焼
成
代
）
 

◇
そ
の
他
 
作
陶
が
で
き
る
服
装
。
 

昼
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
近
く

に
店
や
食
堂
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

※
詳
し
く
は
、
当
組
合
に
お
間
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

ニ
ッ
ト
作
品
展
示
会
 

島
村
あ
み
も
の
教
室
容
（あ
）
7
o
5
6
 

楽
し
い
作
品
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
 

●

7
月
1
日
田
、
2
日
同
 

1
0時
ー
1
7時
 

北
地
方
教
育
会
館
 

※
夏
の
ベ
ス
ト
無
料
講
習
会
も
あ
り
ま
 

す
。
 

津
軽
鉄
道
沿
線
舛
キ
ロ

・
 

チ
ャ
レ
ソ
ジ
ウ
オ
ー
ク
 

五
所
川
原
歩
け
歩
け
の
会
 

B
(3
5)
1
6
6
6

・
藤
本
 

津
軽
鉄
道
沿
線
の
風
景
を
楽
し
み
な

が
ら
あ
な
た
の
古
里
を
発
見
し
ま
せ
ん

か
。
帰
り
は
、
津
軽
鉄
道
に
乗
っ
て
ふ

る
さ
と
を
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。
 

●

6
月
2
4日
田
 
7
時
集
合
 

◇
コ
ー
ス
 

五
所
川
原
駅
前
7
時
3
0分
ス
タ
ー
ト
 

ー
金
木
町
、
中
里
駅
前
1
5時
ゴ
ー
ル
 

（距
離
数
 
中
里
駅
ま
で
2
4キ
ロ
）
 

◇
持
参
す
る
も
の
 
歩
き
や
す
い
靴
、
 

水
筒
、
雨
具
、
弁
当
 

◇
参
加
料
 
無
料

（た
だ
し
、
帰
り
の

汽
車
賃
、
斜
陽
館
な
ど
の
参
観
料
が

必
要
で
す
）
 

◇
そ
の
他
 
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
健
康
で
2
4キ
ロ
歩
け
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
。
途
中
で
の
中
止
は
可

能
で
す
。
雨
天
決
行
。
 

●

6
月
2
5日
同
 
9
時

、
1
5時
 

市
役
所
お
ま
つ
り
広
場
 

◇
内
容
 

・

包
丁
研
ぎ
 
1
丁
  
2
0
0
円
 

・

住
宅
相
談
 

6
9品
種
、
5
万
本
の
花
菖
蒲
が
咲
き
 

誇
る
菊
ケ
丘
水
郷
公
園
に
遊
び
に
来
て
 

み
ま
せ
ん
か
。
 

◇
7
月
7
日
岡
、
9
日
回
 

菊
ケ
丘
水
郷
公
園
 

◇
主
な
イ
ベ
ン
ト
 

7
月
7
日

オ
与
ー
ンて
苦

T
 
尋
碧
 

9
日
 フ
リー
了
ケ
ット
m時
簿
 

竜
巳憲
ー
ー
シ
ョ

ー
1
3
時
詳
雰
 

●

3
日
間
開
催
イ
ベ
ン
ト
 

野
点
、
出
店
、
歴
史
民
族
資
料
館
無

料
開
放
、
保
育
園
児
・
小
学
生
に
よ
る

写
生
大
会
な
ど
。
 

※
詳
し
い
こ
と
は
事
務
局
ま
で
お
間
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●

7
月
2
0日
（木
・
祝
）
9
時

、
 

五
所
川
原
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

ー
 

（
飯
詰
陸
上
競
技場
）
 

◇
種
目
 
・
小
、中
学
生
の
部
（
各校
案
 

内
済
）
 
・高
校
一
般
の
部
 
男
子
 

1
0
o
m、
1
5
0
o
m、
5
0
0
o
m、
 

4
×
1
0
o
mR
 

女
子
 
1
0
o
m、
8
0
o
m、
1
5
 

0
o
m、
走
り
幅
跳
び
、
砲
丸
投
げ

扇
雨
）
、
4
×
1
0
o
mR
 

◇
参
加
料
 
1
人
5
0
0
円
 

◇
申
込
締
切
 
6
月
3
0日
 

※
申
し
込
み
は
、
事
務
局
の
工
藤
歯
科

ま
で
参
加
料
を
添
え
て
お
願
い
し
ま
す
。
 

市
 
り
回
ン
 

8
日

カ
ラォ
ケ
交「
 1
3
時
詳
碧
 
走
り
幅
跳
び
、

砲
丸
投
げ

（5
4ぬ
）
、
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すくすく健診 

かんたん
手づくり 

＝ おやっ③ 

三三： 五所川原市食生活改善推進員会 

三
一
一
 
」
一
一
一
一
 」
 

◆場 所】働く婦人の家・保健センター（新町バ 

ス停前） 

◆受付時間】12時30分から12時45分 

※3歳児健診のみは12時15分から12時30分 

◆持参するもの：母子健康手帳、バスタオル 

対 象 児 期 	日 

4力月児健診 
平成12年 

2 月生まれ 
7 月 4 日（火） 

1 歳6力月児 
健 	診 

平成11年 
1月生まれ 

7 月25日（火） 

3歳児健診 
平成 9年 

3 月生まれ 
7 月27日（木） 

※お願い 健診に来られなかった方は、はつらつ女

性課までご連絡ください。病気治療中のお子さん

は、翌月の健診を受けることができます。 

すこやか発達相談 
◆場 所】働く婦人の家・保健センター（新町バ

ス停前） 

開 設 日 時 間 内 	容 

7 月 5日（水） 10:00- ・各月齢での成 
母と子

の 

7 月19日（水） 
*19日の午後は 

12:00 長、発達、育児、 

相談日 電話予約とな 13:00- 遊び、栄養（離 

っています。 15:00 乳食等）相談 

健康相談 
各地区での身も心もさっぱりする健康相談 

◆内 容】心の相談、病気の相談、血圧測定など 

保健婦が相談に応じます。 

◆持参するもの I 健康手帳（お持ちの方） 

B目 催 場 所 開催月日 β割雀日寺間 
前田野目公民館 6 月 「 22日（木】 I 	13 :00---14 :00 
坂クンL集会所 6 月 [25日（月〕 12 :30-13 :30 
コミュニテイセンター三好 6 月 「 26日（月】 l 	11 :00-12 :30 
田川集会所 6 月 「 29日（木】 I 	10 :30-12 :00 
福井保健協力員「小笠原ヒエ」さん宅 6 月 「 29日（ 木】 I 	13 :00-14 :00 
コミュニテイセンター中川 6 月 「 30日（ 金〕 I 	10 :30-12 :00 
みなとコミュニテイセンター 7 月 ~ 3 日（ 月〕 l 	10 :00-12 :00 
下岩崎集会所 7 月 ~ 3 日（ 、月】 I 	13 :30-14 :30 
毘沙門・長富コミュニテイセンター 7 月 I3 日（ 冗

  
I 	10 :30---12 :00 

長富コミュニテイ消防センター 7 月 「 5 日（ 水】 I 	10 :30-12 :00 
唐笠柳保健協力員「新井ュキ子」さん宅 7 月 I 6 	LI ‘木】 I 	13 :00-14 :30 

献血のこ案内 
●7月4日因 10:00-16:00 
東芝メディア機器株式会社 

, 

、 

二ばりばりせんべい I 
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' - 	-4 

	

i こ、・玉 f 、ー、“ 	一 z 
＼こ・こ～竺二： 

材料 

a 

薄力粉 	1 力ップ 	打ち粉用 

強 力粉 
白 ご ま 	大さじ 3 	揚げ油 
黒 ご ま 	大さじ 3 
砂 	糖 	50g 
ぬるま湯 	90~i 00cc. 
塩 

作り方 

③ 5 

す。 

①ボールに全材料（a 
②良く混ぜたら棒状にしてラップに包み、 

時間ねかせる。 

ばす。（ラップに包んで伸ばすと簡単／ ) 
④油で揚げ、きっね色になったなあと思った 

らすぐ揚げる。 

※うすいので火が通りやすく、すぐ揚がりま 

）を混ぜ、こねる。 

1 

ミリ幅に切り、打ち粉をしてめん棒で伸 

／一力ルシウムゃ食物繊羅＼ 
／ の豊富なごまがたっぷり 

入った香ばしい揚げせん 
べいです。噛むほどに味 

、 わい深く、っいっい手が 
＼遮」るおいしさです。 

、 
1 	自富、 
L~～ ラしえ 

ノー一 	ー 
ノ 	三森散子会長 

	救急麟~当i番医 
U日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

瞬
  

口
目
  

I囲正幸会 
対馬内科小児科医院 

五所川原市字田町4-5 34-3431 

晦
  

H
  

江渡内科医院 五所川原市字旭町7 34-3000 

※注 1.対応時間 9:QQ-17:0O（電話で確認してから）。 

2．その他、消防署（救急医院案内廿34-4999）で

紹介します。 

はつらつ女性課 内線237 

五所川原市役所 費35-2111 
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